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・全職員で全児童を見守る本校の姿勢は素晴らしい。
・学校を訪問するものが「学校の活動」を良く分かる掲示がされている。
・学校へ訪問した時は、先生方や子どもたちが笑顔であいさつしてくれて大変気持ちがいい。
・学力向上の取り組みと共に体力面の向上にも積極的に取り組んで頂けたのがよかった。
・来年度は「福祉教育」を通して、地域や保護者の方とさらに連携を深めてほしい。

その他のご意見

学校便りや回覧板を通して、和佐の教育につい
ての情報を常に発信したり、ホームページへの更
新がなされていて学校の取り組みが分かりやす
かった。
地域の方をゲストティーチャーとして招いたり、田
植え体験・稲刈り体験等などを通して交流する機
会が多かった。
今年度も日曜参観では和佐地区の文化祭と合
同で行い、地域との交流を「ありがとう集会」や「文
化祭」で子どもたちと地域の方々が共に過ごす時
間があり、さらに交流を深めることができたのがた
いへんよかった。今年度は「防災集会」を地域と共
に取り組んで頂いたことはありがたかった。
校内の掲示物を見ると学校の様子がよく分かる
ので、今後も掲示物を充実させてほしい。
保護者や地域と連携して校内持久走記録会がで
きたことはたいへん素晴らしことだと思う。今後も
地域を走る活動は続けてほしい。

朝子どもたちに出会った時「おはようござ
います」と元気にあいさつができる児童が増
えてきたように思う。ゲストティチャーとして和
佐小学校の全学年に「読み聞かせの会」をさ
せていただいた時に全児童の聞く姿勢学ぶ
姿勢がたいへんよかった。
学校訪問時の子どもの様子や登下校時、
放課後の公園での過ごし方から考えて、子ど
もたちは心豊かに成長しているように思う。
校内の整備が行き届いていて、いつも花が
咲き、掃除ができていて学校環境が充実して
いるので自己評価の検証結果が妥当である
と思う。
・児童会活動がたいへん充実していて、「思
いやりの心」が育っている。

学校訪問時の落ち着いた学習の様子、元
気に手を挙げて発言し、熱心に聞き入ってい
る子どもたちの様子から、一人一人が満足し
て取り組んでいることが分かる。
先生方の板書や説明が丁寧で分かりやす
く、子どもに考えさせる授業を行っており、自
己評価の検証結果が妥当である。
主体的に学習に取り組む態度を養うことが
大切なのでそのために子どたち一人一人の
力をよく見とりどの子にも基礎・基本を定着さ
せ、十分に持てる力を発揮できるようにより
一層の努力をしていただきたい。
活字離れがさけばる時代なので、さらに読
書に力を入れて取り組んでほしい。

事あるごとに学校から手紙が届き、安心して過ご
すことができた。登校指導等地域に学校から先生
方が出かけてくれることや何かあると迅速に対応
する姿が地域に受け入れられている。地域と学校
と保護者が連携し協力できるようになっているの
は、全ての教職員が団結して取り組みを続けた成
果であると思う。
来年度もさらに「開かれた学校」となるよう今まで
の取り組みを続けてほしい。地域としても協力でき
ることには声をかけていただければ、できるだけの
協力はしていきたい。

ゆたかな心を育てるためには多くの人との出会
いや体験的な活動が大切であので今後も充実さ
せてほしい。
学校の合言葉「心ほかほか、元気もりもりの和佐
小学校」・「明るい挨拶日本一」・「あきらめないで
しっかり考えよう」・「ありがとうの心をもとう」を徹底
する取り組みの成果が見え、子どもたちも育ってい
るので続けてほしい。
児童会を中心とした取り組みはたいへん素晴らし
かったので、今後もこのような取り組みに力を入れ
てほしい。
体験活動はとてもよいことなので今後も続けてほ
しい。

一時間一時間を大切にして、個々に応じた
取り組みを続けてくれているので、今の取り
組みを続けてもらいたい。学校教育に協力で
きることがあればいつでも声をかけてほし
い。
今まで取り組んできた地域や家庭との連携
をこれからも続けることで、より一層学力の向
上につなげてほしい。
時間が足りないと思うが、間違えた問題等
の復習に力を入れてほしい。
字を丁寧に書く指導も必要だと思う。

平成２４年 ２月１８日

学校の自己評価についてのご意見

学校便りや回覧板を通して、和佐の教育につい
ての情報を常に発信したり、ホームページへの更
新は大変よい取り組みであるので今後も続けてほ
しい。
情報を発信するだけでなく、地域と共に学習しよ
うとする試みは大変ありがたい。
学校行事・不審者情報等事あるごとに必要な情
報を迅速にお手紙で頂けたことは保護者としてた
いへんありがたかった。
警報時の保護者のお迎え時に学年で時間帯を変
えるなどの配慮があり交通渋滞を防げたのがあり
がたかった。保護者の目から見て、学校・保護者・
地域の連携はよくできている。
懇談会では必ず困っていることはないかと聞いて
くれたのがよかった。

心の教育を充実し、和佐の子どもたちが豊
かな心を持ち、仲良くすること、郷土を愛し、
誇りに思うことは大切である。心の荒廃や規
範意識の低下がさけばれる時代に小学校で
心の教育を充実することはたいへん大切なこ
とである。
体験活動を多く取り入れて、ゆたかな心を
育てることはたいへん有意義なことである。
一人一人を大切にする指導はゆたかな心
を育てる教育につながると思う。

「生きる力」を身につけさせるために、自分
で考え、行動できる子どもの育成が大切であ
る。
将来ある子どもたちの「一人一人の願いや
思いに対応し、一人一人の持っている可能
性を十分に伸ばす教育」は大変重要である。
子どもが主体的に取り組む授業・分かる授
業を行い、和佐の子どもたちに真の学力を身
につけてもらいたいと願っている。

和佐の子どもたちが地域に出向き学習したこと
や地域の方や各方面の専門家をゲストティチャー
として招き、学習に生かしてくれたことを「生きる
力」が育てる上で大変意義があった。
人権に関する学習や道徳の時間の指導等すべ
ての教育活動で道徳教育に取り組む姿勢は素晴
らしい取り組みだと思う。
一人一人を大切にする指導、一人一人を大切に
する学級経営を行っており、子どもたち一人一人
が、満足した毎日を送っていることが分かる。
東日本大震災や台風１２号の義援金を児童会が
中心となり、取り組んだことは大いに評価できる。
古い校舎だが、よく整備されていて、そんな中で
児童の心が育っている。笑顔の児童が多い。

基礎・基本を大切に取り組んだ成果が、学
力テストの結果にも反映されているように思
う。
色々なお子さんがいて大変だとは思うが、
子どもは日本の宝なので一人一人を大切に
した授業に取り組んでもらいたい。
日頃より先生方が分かる授業に取り組んで
頂いた成果が子どもたちの学力向上につな
がったのだと思う。教師の指導力向上は直接
子どもの成長につながることなので、今後よ
り一層の授業の工夫・改善をしていただきた
い。
うちどくや朝の読書に熱心に取り組んでくれ
ているのはたいへんよいことだと思う。

ゆたかな心 確かな学力

保護者や地域に対して積極的に情
報発信をすることは大変意義のある
ことに思える。
地域の教育力を生かし、総合的な
学習の時間などで地域に出かけた
り、地域の方をゲストティチャーに招
くことは開かれた学校づくりにつなが
ると思う。

開かれた学校

心身ともに健康で、人間性豊かな実践力のある子どもを育てる。
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